
(57)【要約】

【課題】　アウタチューブの開口部の内周に設けたブッ

シュ、オイルシールリップ等の潤滑用のオイルの充填量

を少なくして、軽量化を図ることのできる二輪車等のフ

ロントフォークを安価に提供すること。

【解決手段】　二輪車等のフロントフォーク１００にお

いて、アウタチューブ１０１とインナチューブ１０２の

間に、２つのブッシュ１０３、１０４にて区画される環

状油間隙１２１を設け、インナチューブ１０２の内周に

可動隔壁部材１３０を設け、インナチューブ１０２の先

端側に油室１２２を区画するとともに、インナチューブ

１０２の基端側に気体室１２３を区画し、環状油間隙１

２１を油室１２２に連通するともに、可動隔壁部材１３

０にて、環状油間隙１２１と油室１２２を気体室１２３

に対して密封区画したもの。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ウ タ チ ュ ー ブ 内 に イ ン ナ チ ュ ー ブ を 摺 動 自 在 に 挿 入 し た 二 輪 車 等 の フ ロ ン ト フ ォ ー ク
に お い て 、
　 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 を 前 記 ア ウ タ チ ュ ー ブ の 開 口 部 か ら 該 ア ウ タ チ ュ ー ブ 内 に 挿
入 し 、 該 ア ウ タ チ ュ ー ブ の 開 口 部 側 の 内 周 と 、 該 開 口 部 か ら 軸 方 向 に 間 隔 を 置 い た 基 端 側
の 内 周 に 、 該 イ ン ナ チ ュ ー ブ を ガ イ ド す る ２ つ の ブ ッ シ ュ を 嵌 着 し 、
　 前 記 ア ウ タ チ ュ ー ブ と 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 間 に 、 該 ２ つ の ブ ッ シ ュ に て 区 画 さ れ る 環
状 油 間 隙 を 設 け 、
　 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 内 周 に 可 動 隔 壁 部 材 を 設 け 、 該 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 に 油 室 を
区 画 す る と と も に 、 該 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 基 端 側 に 気 体 室 を 区 画 し 、
　 前 記 環 状 油 間 隙 を 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 の 油 室 に 連 通 す る と と も に 、 前 記 可 動 隔
壁 部 材 に て 、 前 記 環 状 油 間 隙 と 前 記 油 室 を 前 記 気 体 室 に 対 し て 密 封 区 画 し た こ と を 特 徴 と
す る 二 輪 車 等 の フ ロ ン ト フ ォ ー ク 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 可 動 隔 壁 部 材 を 、 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 の 内 周 に 設 け 、 前 記 油 室 の 容 積 を 小
さ く し た 請 求 項 １ に 記 載 の 二 輪 車 等 の フ ロ ン ト フ ォ ー ク 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ア ウ タ チ ュ ー ブ の 基 端 側 の 内 周 に 形 成 し た 環 状 溝 内 に 、 前 記 ブ ッ シ ュ を 、 合 口 隙 間
を 有 す る 状 態 で 装 着 し 、
　 前 記 環 状 油 間 隙 と 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 の 油 室 と を 、 上 記 ブ ッ シ ュ の 合 口 間 隙 を
介 し て 連 通 し た 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 二 輪 車 等 の フ ロ ン ト フ ォ ー ク 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ に 、 該 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 の 油 室 と 前 記 環 状 油 間 隙 を 、 常 時 連
通 す る 油 孔 を 設 け た 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 二 輪 車 等 の フ ロ ン ト フ ォ ー ク 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 二 輪 車 等 の フ ロ ン ト フ ォ ー ク に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 ス タ ン ド パ イ プ （ イ ン ナ チ ュ ー ブ ） 及 び ／ 又 は ス ラ イ ド パ イ プ （ ア ウ
タ チ ュ ー ブ ） に 懸 架 ば ね 要 素 及 び ／ 又 は 減 衰 力 発 生 要 素 を 含 ま ず 、 ス タ ン ド パ イ プ と ス ラ
イ ド パ イ プ を 伸 縮 摺 動 自 在 に し た フ ロ ン ト フ ォ ー ク が 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ の フ ロ ン ト フ ォ ー ク は 、 ス ラ イ ド パ イ プ の 開 口 部 の 内 周 に 設 け た 滑 り 軸 受 ４
（ ブ ッ シ ュ ） を 介 し て 、 ス ラ イ ド パ イ プ 内 に ス タ ン ド パ イ プ を 摺 動 可 能 に 挿 入 し 、 ス ラ イ
ド パ イ プ と ス タ ン ド パ イ プ の 内 室 に は 、 滑 り 軸 受 ４ の 潤 滑 用 の 潤 滑 剤 で あ る オ イ ル を 充 填
し て い る 。 そ し て 、 ス ラ イ ド パ イ プ と ス タ ン ド パ イ プ の 内 室 内 に 、 中 空 の 成 形 体 を 設 け る
こ と に よ り 、 オ イ ル の 充 填 量 を 少 な く し 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 軽 量 化 を 図 っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 許 3264876
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 許 文 献 １ の フ ロ ン ト フ ォ ー ク で は 、 ス タ ン ド パ イ プ の 開 口 部 の 内 周 に 設 け た ブ ッ シ ュ
に 対 す る 潤 滑 用 の オ イ ル の 充 填 量 を 少 な く し て 軽 量 化 を 図 る た め 、 特 注 品 と な る 中 空 の 成
形 体 を 用 い る 必 要 が あ り 、 高 価 に な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 課 題 は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ の 開 口 部 の 内 周 に 設 け た ブ ッ シ ュ 、 オ イ ル シ ー ル リ ッ
プ 等 の 潤 滑 用 の オ イ ル の 充 填 量 を 少 な く し て 、 軽 量 化 を 図 る こ と の で き る 二 輪 車 等 の フ ロ
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ン ト フ ォ ー ク を 安 価 に 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 請 求 項 １ の 発 明 は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ 内 に イ ン ナ チ ュ ー ブ を 摺 動 自 在 に 挿 入 し た 二 輪 車 等
の フ ロ ン ト フ ォ ー ク に お い て 、 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 を 前 記 ア ウ タ チ ュ ー ブ の 開 口 部
か ら 該 ア ウ タ チ ュ ー ブ 内 に 挿 入 し 、 該 ア ウ タ チ ュ ー ブ の 開 口 部 側 の 内 周 と 、 該 開 口 部 か ら
軸 方 向 に 間 隔 を 置 い た 基 端 側 の 内 周 に 、 該 イ ン ナ チ ュ ー ブ を ガ イ ド す る ２ つ の ブ ッ シ ュ を
嵌 着 し 、 前 記 ア ウ タ チ ュ ー ブ と 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 間 に 、 該 ２ つ の ブ ッ シ ュ に て 区 画 さ
れ る 環 状 油 間 隙 を 設 け 、 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 内 周 に 可 動 隔 壁 部 材 を 設 け 、 該 イ ン ナ チ ュ
ー ブ の 先 端 側 に 油 室 を 区 画 す る と と も に 、 該 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 基 端 側 に 気 体 室 を 区 画 し 、
前 記 環 状 油 間 隙 を 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 の 油 室 に 連 通 す る と と も に 、 前 記 可 動 隔 壁
部 材 に て 、 前 記 環 状 油 間 隙 と 前 記 油 室 を 前 記 気 体 室 に 対 し て 密 封 区 画 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 請 求 項 ２ の 発 明 は 、 請 求 項 １ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 可 動 隔 壁 部 材 を 、 前 記 イ ン ナ チ
ュ ー ブ の 先 端 側 の 内 周 に 設 け 、 前 記 油 室 の 容 積 を 小 さ く し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ３ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 ア ウ タ チ ュ ー ブ の
基 端 側 の 内 周 に 形 成 し た 環 状 溝 内 に 、 前 記 ブ ッ シ ュ を 、 合 口 隙 間 を 有 す る 状 態 で 装 着 し 、
前 記 環 状 油 間 隙 と 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 の 油 室 と を 、 上 記 ブ ッ シ ュ の 合 口 間 隙 を 介
し て 連 通 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 請 求 項 １ 又 は ２ の 発 明 に お い て 更 に 、 前 記 イ ン ナ チ ュ ー ブ に 、 該 イ
ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 の 油 室 と 前 記 環 状 油 間 隙 を 、 常 時 連 通 す る 油 孔 を 設 け た も の で あ る
。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ 請 求 項 １ ）
　 (a)可 動 隔 壁 部 材 は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ と イ ン ナ チ ュ ー ブ 間 の 環 状 油 間 隙 及 び 可 動 隔 壁 部
材 の 下 部 の 油 室 を 、 可 動 隔 壁 部 材 の 上 部 の 気 体 室 に 対 し 押 し 下 げ て 容 積 を 小 さ く し た 状 態
で 密 封 区 画 す る 。 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 外 周 に 付 着 し て 環 状 油 間 隙 に 浸 入 し た オ イ ル は 、 イ ン
ナ チ ュ ー ブ の 上 下 動 に 連 れ て 上 部 の ブ ッ シ ュ 、 オ イ ル シ ー ル の リ ッ プ を 潤 滑 す る 。 ま た 、
環 状 油 間 隙 に フ ル に 充 填 し た オ イ ル は 、 直 接 ブ ッ シ ュ を 潤 滑 す る 。 可 動 隔 壁 部 材 は 上 下 動
に よ り 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 の 油 室 へ の 進 入 退 出 に 伴 う 体 積 補 償 及 び 温 度 補 償 を 行 な う
。
【 ０ ０ １ １ 】
　 可 動 隔 壁 部 材 は 、 フ リ ー ピ ス ト ン 又 は ゴ ム 等 の ブ ラ ダ か ら な る が 、 従 来 技 術 の 合 成 樹 脂
パ イ プ 等 か ら な る 中 空 の 成 形 体 の よ う な 特 注 品 と 異 な り 、 汎 用 品 で あ る 等 に よ り 安 価 で あ
る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ の 結 果 、 可 動 隔 壁 部 材 に よ り 下 部 の 油 室 の 容 積 を 小 さ く し て 気 体 室 の 容 積 を 大 き く し
、 余 分 な オ イ ル の 量 を 少 な く し 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ の 開 口 部 の ブ ッ シ ュ 、 オ イ ル シ ー ル 等 を
潤 滑 す る 潤 滑 用 の オ イ ル の 充 填 量 を 少 な く し 、 軽 量 化 を 図 っ た フ ロ ン ト フ ォ ー ク を 安 価 に
提 供 で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 （ 請 求 項 ２ ）
　 (b)可 動 隔 壁 部 材 を 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 の 内 周 に 設 け る こ と に よ り 、 可 動 隔 壁 部
材 の 下 部 の 油 室 の 容 積 を よ り 小 さ く し 、 よ り 軽 量 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 （ 請 求 項 ３ ）
　 (c)ア ウ タ チ ュ ー ブ の 内 周 に 本 来 的 に 設 け ら れ る ブ ッ シ ュ の 合 口 隙 間 を 、 環 状 油 間 隙 と
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イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 油 室 と の 連 通 路 と し て 利 用 す る こ と に よ り 、 上 述 (a)、 (b)の フ ロ
ン ト フ ォ ー ク の 一 層 の 安 価 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ 請 求 項 ４ ）
　 (d)イ ン ナ チ ュ ー ブ の 先 端 側 の 油 室 と 環 状 油 間 隙 を 、 常 時 連 通 す る 油 孔 を イ ン ナ チ ュ ー
ブ に 設 け る こ と に よ り 、 上 述 (a)、 (b)の フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 一 層 の 安 価 を 図 る こ と が で き
る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 最 伸 張 状 態 を 示 す 半 断 面 図 、 図 ２ は 図 １ の フ ロ ン ト フ ォ ー ク
の 下 部 拡 大 図 、 図 ３ は 図 １ の フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 上 部 拡 大 図 、 図 ４ は 図 ２ の 要 部 拡 大 図 、
図 ５ は ブ ッ シ ュ を 示 し 、 （ Ａ ） は 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 平 面 図 、 図 ６ は ブ ッ シ ュ の 変 形 例 を 示
す 正 面 図 、 図 ７ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク の オ イ ル 注 入 時 状 態 を 示 す 半 断 面 図 、 図 ８ は フ ロ ン ト
フ ォ ー ク の 最 圧 縮 状 態 を 示 す 半 断 面 図 、 図 ９ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 変 形 例 を 示 し 、 （ Ａ ）
は 最 圧 縮 状 態 を 示 す 半 断 面 図 、 （ Ｂ ） は 最 伸 張 状 態 を 示 す 半 断 面 図 、 図 １ ０ は 図 ９ （ Ｂ ）
の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 二 輪 車 等 の 正 立 型 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ は 、 図 １ ～ 図 ３ に 示 す 如 く 、 車 軸 側 の ア ウ タ
チ ュ ー ブ １ ０ １ に 、 車 体 側 の イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ を 摺 動 自 在 に て 正 立 に し た も の で あ る
。 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ は 、 懸 架 ス プ リ ン グ や 減 衰 力 発 生 装 置 を 含 ま な い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ は 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 先 端 １ ０ ２ Ａ を ア ウ タ チ ュ ー ブ １
０ １ の 上 端 開 口 部 １ ０ １ Ａ か ら ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ 内 に 挿 入 す る 。 そ し て 、 ア ウ タ チ ュ
ー ブ １ ０ １ の 内 周 の 上 下 ２ 位 置 、 換 言 す れ ば 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 上 端 開 口 部 １ ０ １
Ａ 側 の 内 周 と 、 上 端 開 口 部 １ ０ １ Ａ か ら 軸 方 向 に 間 隔 を お い た 基 端 側 の 内 周 に 、 イ ン ナ チ
ュ ー ブ １ ０ ２ を ガ イ ド す る 上 下 ２ つ の ブ ッ シ ュ １ ０ ３ 、 １ ０ ４ を 嵌 着 し て い る 。 ア ウ タ チ
ュ ー ブ １ ０ １ の 上 端 開 口 部 １ ０ １ Ａ に は 、 オ イ ル シ ー ル １ ０ ５ 、 ダ ス ト シ ー ル １ ０ ６ が 嵌
着 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 基 端 は 車 軸 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ７ を 介 し て 車 軸 に 結 合 さ れ 、 イ ン ナ
チ ュ ー ブ １ ０ ２ は 不 図 示 の ア ッ パ 及 び ロ ア の ブ ラ ケ ッ ト を 介 し て 車 体 側 に 支 持 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 基 端 に 封 着 さ れ た 車 軸 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ７ の 底 部 に は ボ ル ト 孔 １
０ ８ Ａ が 設 け ら れ 、 ボ ル ト 孔 １ ０ ８ Ａ に は 封 止 ボ ル ト １ ０ ８ が 着 脱 さ れ る 。 イ ン ナ チ ュ ー
ブ １ ０ ２ の 上 端 開 口 部 （ 基 端 ） に は キ ャ ッ プ １ ０ ９ が 封 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 し か る に 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ に あ っ て は 、 図 ４ に 示 す 如 く 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０
１ の 下 端 （ 基 端 側 ） 内 周 に 切 削 加 工 に よ り 環 状 溝 １ １ １ を 形 成 し 、 こ の 環 状 溝 １ １ １ 内 に
、 環 状 の 前 述 し た 下 部 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ を 装 着 し て い る 。 環 状 溝 １ １ １ は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ
１ ０ １ の 内 周 面 内 で 、 軸 方 向 の 両 側 部 を 段 差 に よ っ て 閉 じ た 凹 溝 か ら な る 。 下 部 ブ ッ シ ュ
１ ０ ４ は 、 図 ５ に 示 す 如 く 、 環 状 体 か ら な り 、 自 由 状 態 で 、 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 軸 方 向 に 沿
う 真 直 状 を な す 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ を 有 し 、 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ を 有 す る 状 態 で 環 状 溝 １ １ １
に 装 着 さ れ る 。 下 部 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ が 車 軸 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ７ と
螺 合 締 結 さ れ て い な い 状 態 で 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 下 端 開 口 部 １ ０ １ Ｂ か ら 、 ア ウ タ
チ ュ ー ブ １ ０ １ の 内 径 に 対 す る 弾 性 的 縮 径 状 態 で 挿 入 さ れ 、 環 状 溝 １ １ １ の 溝 底 に 対 し 弾
性 的 に 拡 径 し て 装 着 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ の 組 付 状 態 で 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 内 周 と イ ン ナ チ ュ ー ブ
１ ０ ２ の 外 周 の 間 の 環 状 の 隙 間 は 、 下 部 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 板 厚 よ り 小 さ く 形 成 さ れ 、 環 状
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溝 １ １ １ に 装 着 さ れ た ブ ッ シ ュ １ ０ ４ は 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 尚 、 上 部 ブ ッ シ ュ １ ０ ３ は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 上 端 開 口 部 １ ０ １ Ａ 側 の 内 周 に て
、 上 端 側 を 開 放 す る よ う に 切 削 加 工 さ れ た 装 着 部 １ １ ２ に 圧 入 状 態 で 装 着 さ れ 、 合 口 隙 間
は ゼ ロ と な る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 例 に よ れ ば 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 (1)下 部 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の た め の 環 状 溝 １ １ １ の 形 成 に 対 し 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の
内 周 を 上 端 部 又 は 下 端 部 か ら 軸 方 向 に 沿 う 長 い 範 囲 を 切 削 加 工 す る 必 要 が な い か ら 、 加 工
時 間 を 短 縮 で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 基 端 側 の 環 状 溝 １ １ １ を 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ 本 体 の 可 及 的 基 端 側
に 形 成 す る こ と に よ り 、 環 状 溝 １ １ １ を 切 削 加 工 に よ り 形 成 す る 際 に お け る ア ウ タ チ ュ ー
ブ １ ０ １ の 芯 振 れ が な く な り 、 環 状 溝 １ １ １ を 精 度 良 く 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 (2)下 部 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ は 、 環 状 溝 １ １ １ の 両 端 部 で 軸 方 向 の 移 動 を 阻 止 さ れ る か ら 、
ブ ッ シ ュ １ ０ ４ が 軸 方 向 に 位 置 ず れ す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 (3)ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 内 周 と イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 外 周 の 間 の 隙 間 を 、 ブ ッ シ
ュ １ ０ ４ の 板 厚 よ り 小 さ く し た か ら ブ ッ シ ュ １ ０ ４ が 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ の 分 、 縮 径 し て も
そ の 隙 間 に 脱 落 す る こ と が な い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 (4)従 来 の 一 端 側 が 開 放 し た 装 着 部 に ブ ッ シ ュ を 圧 入 す る 場 合 に は 、 ブ ッ シ ュ の 合 口 隙
間 は ゼ ロ と な る よ う に 圧 入 さ れ る 。 こ れ に 対 し 、 本 発 明 で は 、 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ は 、 環 状 溝
１ １ １ 内 で 拡 径 し 、 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ を 生 じ て し ま う 。 こ の よ う な 本 発 明 の ブ ッ シ ュ １ ０
４ は 、 合 口 隙 間 が ゼ ロ の 従 来 の 圧 入 ブ ッ シ ュ に 比 し 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 外 周 と の フ
リ ク シ ョ ン が ス ト ロ ー ク の 起 動 初 期 か ら 一 定 に な る 。 理 由 は 、 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ が 環 状 溝 １
１ １ の 内 周 に 密 着 し て い な い た め に 、 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ が 環 状 溝 １ １ １ 内 で 僅 か に 拡 径 で き
る た め 、 起 動 初 期 の フ リ ク シ ョ ン が 従 来 の 圧 入 ブ ッ シ ュ に お け る よ り も 低 減 す る も の と 考
え ら れ る 。 フ リ ク シ ョ ン が 一 定 化 す る か ら 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ の 作 動 性 を 向 上 で き
る 。 特 に 、 起 動 初 期 の フ リ ク シ ョ ン が 低 減 す る か ら 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ の 初 期 作 動
性 を 向 上 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 図 ６ は 、 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 変 形 例 で あ り 、 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ を ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 軸 方 向
に 対 し て 傾 斜 さ せ て 形 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ の ブ ッ シ ュ １ ０ ４ に あ っ て は 、 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ を ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 軸 方 向 に 対 し
て 傾 斜 し て 形 成 し た 。 そ の 結 果 、 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 周 方 向 の 全 域 に ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 軸 受
面 が 存 在 す る も の に な る 。 従 っ て 、 軸 方 向 に 沿 う 合 口 隙 間 を 形 成 し た も の に 比 し 、 ブ ッ シ
ュ １ ０ ４ の 周 方 向 で 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 外 周 面 を 軸 承 し な い 部 分 が な く な り 、 イ ン
ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 外 周 面 に 、 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ と の 摺 動 に よ る 疵 の 発
生 を 防 止 で き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 更 に 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ に あ っ て は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 内 周 と イ ン ナ チ ュ
ー ブ １ ０ ２ の 外 周 の 間 で 、 上 下 ２ つ の ブ ッ シ ュ １ ０ ３ 、 １ ０ ４ に て 区 画 さ れ る 環 状 の 隙 間
に ブ ッ シ ュ １ ０ ３ 、 １ ０ ４ 、 オ イ ル シ ー ル １ ０ ５ の 潤 滑 用 オ イ ル を 装 填 可 能 に し 、 こ の 環
状 の 隙 間 を 環 状 油 間 隙 １ ２ １ と す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 内 周 に 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ を 設 け る 。 可 動 隔 壁 部 材 １ ３
０ は 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 先 端 側 に 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 内 周 及 び 車 軸 ブ ラ ケ ッ

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-299913 A 2005.10.27



ト １ ０ ７ の 底 部 と と も に 区 画 す る 油 室 １ ２ ２ を 設 け る と と も に 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の
基 端 側 に 気 体 室 １ ２ ３ を 区 画 す る 。 本 実 施 例 で は 、 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ は 、 イ ン ナ チ ュ ー
ブ １ ０ ２ の 先 端 側 の 内 周 に 設 け ら れ 、 油 室 １ ２ ２ の 容 積 を 小 さ く す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ は 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 内 周 に 液 密 に 摺 動 す る フ リ ー ピ ス ト ン
か ら な る が 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 内 周 に 外 縁 を 封 着 し た ゴ ム 等 の ブ ラ ダ か ら な る も の
で も 良 い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ の オ イ ル 注 入 時 に は 、 図 ７ に 示 す 如 く 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １
を 上 側 に 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ を 下 側 に 配 置 す る よ う に 倒 立 に し 、 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０
を 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 内 周 の 先 端 部 に 設 け た ス ト ッ パ １ ３ １ に 当 て 止 め し た 状 態 で
、 車 軸 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ７ の ボ ル ト 孔 １ ０ ８ Ａ か ら 油 室 １ ２ ２ に オ イ ル を 注 入 し た 後 、 ボ ル
ト 孔 １ ０ ８ Ａ に 封 止 ボ ル ト １ ０ ８ を 封 着 す る 。 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ の 正 立 使 用 状 態 で
、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ と イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ が 伸 縮 す る と き 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２
が 油 室 １ ２ ２ に 進 入 し た 容 積 分 だ け 、 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ が ス ト ッ パ １ ３ １ か ら 上 動 す る
。 図 ８ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ の 最 圧 縮 状 態 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 こ の と き 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ と イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２
の 間 の 環 状 油 間 隙 １ ２ １ を 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 先 端 側 の 油 室 １ ２ ２ に 連 通 す る と と
も に 、 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ に て 、 環 状 油 間 隙 １ ２ １ と 油 室 １ ２ ２ を 気 体 室 １ ２ ３ に 対 し て
密 封 区 画 す る 。 本 実 施 例 で は 、 前 述 し た 下 部 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ を 介 し て
、 環 状 油 間 隙 １ ２ １ を 油 室 １ ２ ２ に 常 時 連 通 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 従 っ て 、 本 実 施 例 に よ れ ば 以 下 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。
　 (a)可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ と イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ 間 の 環 状 油
間 隙 １ ２ １ 及 び 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ の 下 部 の 油 室 １ ２ ２ を 、 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ の 上 部 の
気 体 室 １ ２ ３ に 対 し 押 し 下 げ て 容 積 を 小 さ く し た 状 態 で 密 封 区 画 す る 。 イ ン ナ チ ュ ー ブ １
０ ２ の 外 周 に 付 着 し て 環 状 油 間 隙 １ ２ １ に 浸 入 し た オ イ ル は 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 上
下 動 に 連 れ て 上 部 の ブ ッ シ ュ １ ０ ３ 、 オ イ ル シ ー ル １ ０ ５ の リ ッ プ を 潤 滑 す る 。 ま た 、 環
状 油 間 隙 １ ２ １ に フ ル に 充 填 し た オ イ ル は 、 直 接 ブ ッ シ ュ １ ０ ３ 、 １ ０ ４ を 潤 滑 す る 。 可
動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ は 上 下 動 に よ り 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 先 端 の 油 室 １ ２ ２ へ の 進 入 退
出 に 伴 う 体 積 補 償 及 び 温 度 補 償 を 行 な う 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ は 、 フ リ ー ピ ス ト ン 又 は ゴ ム 等 の ブ ラ ダ か ら な る が 、 従 来 技 術 の 合
成 樹 脂 パ イ プ 等 か ら な る 中 空 の 成 形 体 の よ う な 特 注 品 と 異 な り 、 汎 用 品 で あ る 等 に よ り 安
価 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 そ の 結 果 、 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ に よ り 下 部 の 油 室 １ ２ ２ の 容 積 を 小 さ く し て 気 体 室 １ ２
３ の 容 積 を 大 き く し 、 余 分 な オ イ ル の 量 を 少 な く し 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 開 口 部 １ ０
１ Ａ の ブ ッ シ ュ １ ０ ３ 、 オ イ ル シ ー ル １ ０ ５ 等 を 潤 滑 す る 潤 滑 用 の オ イ ル の 充 填 量 を 少 な
く し 、 軽 量 化 を 図 っ た フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ を 安 価 に 提 供 で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 (b)可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ を 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 先 端 側 の 内 周 に 設 け る こ と に よ り
、 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ の 下 部 の 油 室 １ ２ ２ の 容 積 を よ り 小 さ く し 、 よ り 軽 量 化 を 図 る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 (c)ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ の 内 周 に 本 来 的 に 設 け ら れ る ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 合 口 隙 間 １ ０
４ Ａ を 、 環 状 油 間 隙 １ ２ １ と イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 先 端 側 油 室 １ ２ ２ と の 連 通 路 と し て
利 用 す る こ と に よ り 、 上 述 (a)、 (b)の フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ の 一 層 の 安 価 を 図 る こ と が
で き る 。
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【 ０ ０ ４ １ 】
　 尚 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ に あ っ て は 、 図 ９ 、 図 １ ０ に 示 す 如 く 、 環 状 油 間 隙 １ ２ １
と 油 室 １ ２ ２ が 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 側 壁 に 設 け た 油 孔 １ ４ ０ に よ り 常 時 連 通 さ れ る
も の で も 良 い 。 図 ９ （ Ａ ） は フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ の 最 圧 縮 状 態 、 図 ９ （ Ｂ ） 、 図 １ ０
は フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ の 最 伸 張 状 態 を 示 す 。 図 ９ （ Ａ ） 、 図 １ ０ の 最 伸 張 状 態 で は 、
イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ が 油 室 １ ２ ２ か ら 抜 け 出 た 分 だ け 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ が 下 動 す る か
ら 、 油 孔 １ ４ ０ は 、 可 動 隔 壁 部 材 １ ３ ０ に よ り 閉 塞 さ れ ず 、 か つ 気 体 室 １ ２ ３ に 開 口 す る
こ と も な い 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 先 端 側 の 位 置 に 設 け る 必 要 が あ る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の と き 、 下 部 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ は 、 図 ５ 、 図 ６ に 示 す 如 く の 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ を 有 す る
環 状 体 か ら な る も の で も 良 く 、 周 方 向 に 連 続 し て 合 口 隙 間 を 有 し な い 環 状 体 か ら な る も の
で も 良 い 。 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ が 合 口 隙 間 を 有 し な い 環 状 体 か ら な る と き に は 、 図 ９ （ Ａ ） の
最 圧 縮 状 態 で 、 油 孔 １ ４ ０ は 、 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ に 閉 塞 さ れ ず 、 環 状 油 間 隙 １ ２ １ に 連 通 す
る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ に あ っ て は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ と イ ン ナ チ ュ ー ブ １
０ ２ の 間 の 環 状 油 間 隙 １ ２ １ に オ イ ル を 充 満 さ せ る も の に 限 ら ず 、 環 状 油 間 隙 １ ２ １ 内 の
オ イ ル に 多 少 の 気 体 が 混 入 し て い て も 良 い 。 環 状 油 間 隙 １ ２ １ に 気 体 を 混 入 し た 場 合 に は
イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 伸 縮 ス ト ロ ー ク に 伴 い 、 ブ ッ シ ュ １ ０ ４ の 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ を 作
動 油 が 流 動 す る こ と に な る か ら 、 合 口 隙 間 １ ０ ４ Ａ で 減 衰 力 が 発 生 し 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １
０ ２ の 作 動 性 が 悪 く な る 。 環 状 油 間 隙 １ ２ １ に 気 体 を 混 入 さ せ な い 場 合 に は 、 上 述 の 減 衰
力 が 発 生 せ ず 、 イ ン ナ チ ュ ー ブ １ ０ ２ の 伸 縮 ス ト ロ ー ク の 作 動 性 が 良 く な る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ま た 、 フ ロ ン ト フ ォ ー ク １ ０ ０ に あ っ て は 、 ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ を 構 成 す る ア ウ タ チ
ュ ー ブ 本 体 に 車 軸 ブ ラ ケ ッ ト １ ０ ７ を 鋳 造 に て 一 体 成 形 し た ア ウ タ チ ュ ー ブ １ ０ １ を 用 い
る も の で も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 を 図 面 に よ り 詳 述 し た が 、 本 発 明 の 具 体 的 な 構 成 は こ の 実 施 例 に
限 ら れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 の 設 計 の 変 更 等 が あ っ て も 本 発 明
に 含 ま れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 図 １ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 最 伸 張 状 態 を 示 す 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 ２ は 図 １ の フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 下 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ３ は 図 １ の フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 上 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ４ は 図 ２ の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 図 ５ は ブ ッ シ ュ を 示 し 、 （ Ａ ） は 正 面 図 、 （ Ｂ ） は 平 面 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 図 ６ は ブ ッ シ ュ の 変 形 例 を 示 す 正 面 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 図 ７ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク の オ イ ル 注 入 時 状 態 を 示 す 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 図 ８ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 最 圧 縮 状 態 を 示 す 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 図 ９ は フ ロ ン ト フ ォ ー ク の 変 形 例 を 示 し 、 （ Ａ ） は 最 圧 縮 状 態 を 示 す 半 断 面 図 、
（ Ｂ ） は 最 伸 張 状 態 を 示 す 半 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ０ 】 図 １ ０ は 図 ９ （ Ｂ ） の 要 部 拡 大 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
１ ０ ０ 　 フ ロ ン ト フ ォ ー ク
１ ０ １ 　 ア ウ タ チ ュ ー ブ
１ ０ ２ 　 イ ン ナ チ ュ ー ブ
１ ０ ３ 　 上 部 ブ ッ シ ュ 、
１ ０ ４ 　 下 部 ブ ッ シ ュ
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１ ０ ４ Ａ 　 合 口 隙 間
１ １ １ 　 環 状 溝
１ ２ １ 　 環 状 油 間 隙
１ ２ ２ 　 油 室
１ ２ ３ 　 気 体 室
１ ３ ０ 　 可 動 隔 壁 部 材
１ ４ ０ 　 油 孔

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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